
議会だより　かまし（54号）議会だより　かまし（54号） 89

一 般 会 計 　 　 　   5億2,704万円増　

国民健康保険特別会計 　 　 825万円増　

介護保険特別会計 　 　    9,025万円増　

住宅新築資金会計

一般会計補正の主なもの
（ 歳 入）

森林環境譲与税　　　　　　　　　９４５万円

土木施設災害復旧費負担金       ３,９６５万円              

農林水産業施設災害復旧費補助金

　　　　　　　　　　　　　　２億１０７万円
（ 歳 出）

市バス運行管理事業　　　　　　　３０９万円

市バス購入事業　　　　　　　 ２,２６１万円

公共交通体系整備事業　　　　　 ７１２万円　　　

ＰＲ推進事業　　　　　　　　　 １４４万円

バス来る嘉麻

総 額　　　　　　　　286億5,708万円

総 額　　　　　　　　　55億5,407万円

総 額　　　　　　　　　57億7,496万円

総 額　　　　　　　　　　6億2,254万円

以下補正なし

総 額　　　　　　　　　　　　4,244万円

水 道 事 業 会計

収益的支出　　　　　  　   6億4,783万円
資本的支出　　　　　　   10億6,381万円

後期高齢者医療特別会計

６会計総額　　　　　423億6,247万円

9月補正予算
※千円以下を切り捨てています。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
引
き
続
き
次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
中
嶋
　
時
夫
　
氏

　
　

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
次
の
方

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
木
山
　
淳
一
　
氏
　

　
田
中
　
真
弓
　
氏

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
が

　
決
ま
り
ま
し
た

建

築

設

計

監

理

業

務
委
託
に
関
す
る
請

願
書

　
嘉
麻
市
建
築
設
計
事
務

所
連
合
会
よ
り
次
の
事
項

に
つ
い
て
請
願
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

１
．
建
築
の
設
計
監
理
業

務
委
託
に
お
け
る
市
内
業

者
へ
の
優
先
的
な
委
託

２
．
市
発
注
業
務
の
窓
口

一
本
化

（
技
術
的
担
当
部

署
の
新
設
）

３
．
地
域
活
性
化
の
推
進

に
関
わ
る
建
築
物
等
の
調

査
及
び
利
用
計
画
立
案
へ
の

嘉
麻
市
建
築
設
計
事
務
所

連
合
会
委
託
、
及
び
担
当

（
建
築
有
資
格
者
・
技
術

者
）
部
署
の
新
設

※

継
続
審
査

請
　
願

優
先
的
な
委
託
を

天

皇

陛

下

御

即

位

奉
祝
賀
詞
決
議

　
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
嘉
麻

市
議
会
よ
り
お
祝
い
の
詞

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

※

全
会
一
致
・
可
決

決
　
議

令
和
天
皇
御
即
位

　

厚
生
年
金
へ
の
地
方

議
会
議
員
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書

　
加
速
す
る
人
口
減
少
社

会
へ
の
対
応
が
、
日
本
の

将
来
に
と
っ
て
喫
緊
の
政

治
課
題
で
あ
り
、
地
方
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
は
、

ま
す
ま
す
重
要

と
な
る
。

　
地
方
議
会
議
員
の
な
り

手
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
の
転
身
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
地
方
議
会
議
員

が
厚
生
年
金
に
加
入
で
き

れ
ば
、
老
後
や
家
族
を
心

配
す
る
こ
と
な
く
選
挙
に

立
候
補
で
き
る
。

　
そ
の
た
め
、
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
、
厚
生
年
金

へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
が
で
き
る
よ
う
法
整
備

を
強
く
要
望
す
る
。

※

全
会
一
致

・
可
決

  

　新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書

　
過
疎
地
域
は
、
日
本
の

国
土
の
過
半
を
占
め
、
都

市
へ
の
食
料

・
水

・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
、
災
害
の
防

止
、
森
林
に
よ
る
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
。

　
現
行
の

「
過
疎
地
域
自

立

促

進

特

別

措

置

法
」

は
、
令
和
３
年
３
月
末
を

も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
過
疎
地
域
に
対

し
て
総
合
的
か
つ
積
極
的

な
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
く
政
策
を
確
立

・
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
過
疎
地
域
が
そ
こ
に
住

み
続
け
る
住
民
に
と
っ
て

安
心

・
安
全
に
暮
ら
せ
る

地
域
と
し
て
健
全
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
、

都
市
を
も
含
め
た
国
民
全

体
の
安
心

・
安
全
な
生
活

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
総
合

的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強

化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
を
強
く
要

望
す
る
。

※

全
会
一
致
・
可
決

意 

見 

書

地
方
議
員
の

　   

人
材
確
保
を

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
夜
勤
交

替
制
労
働
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書

　
医
療
や
介
護
現
場
で
の

人
手
不
足
は
大
変
深
刻
な

状
態
で
あ
る
。

　
安
心

・
安
全
な
医
療

・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
医

師

・
看

護

師
、

介
護
職
員
の
大
幅
増
員

・

夜
勤
改
善
を
図
る
対
策
の

た
め
次
の
事
項
を
要
望
す

る
。

１
．
医

師
、
看

護

師
、

医
療
技
術
職
、
介
護
職

な
ど

（
以
下

「
医
師
等
」

と
い
う
。
）
の
夜
勤
交
替

制
労
働
に
お
け
る
労
働
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
。

２
．

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
、

医

師

等

を
増

員

す

る
こ

と
。

３
．
患
者

・
利
用
者
の
負

担
軽
減
を
は
か
る
こ
と
。

４
．
費
用
削
減
を
目
的
と

し
た
病

床

削

減

は
行

わ

ず
、
地
域
医
療
に
必
要
な

病
床
機
能
を
確
保
す
る
こ

と
。

※

全
会
一
致

・
可
決

医
師
・
看
護
師

　   

過
労
死
問
題

安
心
・
安
全
な

　      

暮
ら
し
を

  

　高
齢
者
の
安
全
運

転
支
援
と
移
動
手
段

の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

　
近
年
、
交
通
事
故
の
発

生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、

75
歳
以
上
の
高
齢

運
転
者
の
死
亡
事
故
の
割

合
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
過
疎
地
域
を
中
心

に
、
未

だ

「
生

活

の
足
」

と
し
て
車
が
欠
か
せ
な
い

高
齢
者
も
多
い
。
そ
の
た

め
、
自
主
的
に
免
許
を
返

納
し
た
場
合
な
ど
の
地
域

に
お
け
る
移
動
手
段
の
確

保
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

１
．
「
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
車
」
や

「
ペ
ダ
ル
踏
み

間

違

い
時

加

速

抑

制

装

置
」
の
普
及
を
一
層
加
速

さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
購
入
支

援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

２
．
「
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
車
」
に
限
定
し
た
免
許

の
創
設
や
条
件
付
き
運
転

免
許
の
導
入
を
検
討
す
る

こ
と
。

３
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

導
入
な
ど

「
地
域
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
さ

ら

な
る
充

実

を

図

る
こ

と
。

ま

た
、
地

方

自

治

体
な
ど
が
行
う
、
免
許
の

自
主
返
納
時
に
お
け
る
、

タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機

関
の
割
引
制
度
な
ど
を
支

援
す
る
こ
と
。

※

全
会
一
致

・
可
決

自
動
車
免
許

　
＝
『
生
活
の
足
』
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項
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れ
ま
し
た
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１
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建
築
の
設
計
監
理
業
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内
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者
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先
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託

２
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３
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活
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及
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麻
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会
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願
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託
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皇

陛
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御

即

位
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賀
詞
決
議
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皇
陛
下
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御
即
位
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
嘉
麻

市
議
会
よ
り
お
祝
い
の
詞

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

※

全
会
一
致
・
可
決

決
　
議

令
和
天
皇
御
即
位

　

厚
生
年
金
へ
の
地
方

議
会
議
員
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書

　
加
速
す
る
人
口
減
少
社

会
へ
の
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応
が
、
日
本
の

将
来
に
と
っ
て
喫
緊
の
政

治
課
題
で
あ
り
、
地
方
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会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
は
、

ま
す
ま
す
重
要

と
な
る
。
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方
議
会
議
員
の
な
り

手
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
の
転
身
者
が
多
く
な
っ

て
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る
。
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方
議
会
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員

が
厚
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年
金
に
加
入
で
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れ
ば
、
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後
や
家
族
を
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配
す
る
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と
な
く
選
挙
に
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候
補
で
き
る
。

　
そ
の
た
め
、
人
材
確
保
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ら
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厚
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年
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へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
が
で
き
る
よ
う
法
整
備

を
強
く
要
望
す
る
。
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全
会
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致

・
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決

  

　新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書

　
過
疎
地
域
は
、
日
本
の

国
土
の
過
半
を
占
め
、
都

市
へ
の
食
料

・
水

・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
、
災
害
の
防

止
、
森
林
に
よ
る
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
。

　
現
行
の

「
過
疎
地
域
自

立

促

進

特

別

措

置

法
」

は
、
令
和
３
年
３
月
末
を

も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
過
疎
地
域
に
対

し
て
総
合
的
か
つ
積
極
的

な
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
く
政
策
を
確
立

・
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
過
疎
地
域
が
そ
こ
に
住

み
続
け
る
住
民
に
と
っ
て

安
心

・
安
全
に
暮
ら
せ
る

地
域
と
し
て
健
全
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
、

都
市
を
も
含
め
た
国
民
全

体
の
安
心

・
安
全
な
生
活

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
総
合

的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強

化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
を
強
く
要

望
す
る
。

※

全
会
一
致
・
可
決

意 

見 

書

地
方
議
員
の

　   

人
材
確
保
を

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
夜
勤
交

替
制
労
働
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書

　
医
療
や
介
護
現
場
で
の

人
手
不
足
は
大
変
深
刻
な

状
態
で
あ
る
。

　
安
心

・
安
全
な
医
療

・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
医

師

・
看

護

師
、

介
護
職
員
の
大
幅
増
員

・

夜
勤
改
善
を
図
る
対
策
の

た
め
次
の
事
項
を
要
望
す

る
。

１
．
医

師
、
看

護

師
、

医
療
技
術
職
、
介
護
職

な
ど

（
以
下

「
医
師
等
」

と
い
う
。
）
の
夜
勤
交
替

制
労
働
に
お
け
る
労
働
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
。

２
．

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
、

医

師

等

を
増

員

す

る
こ

と
。

３
．
患
者

・
利
用
者
の
負

担
軽
減
を
は
か
る
こ
と
。

４
．
費
用
削
減
を
目
的
と

し
た
病

床

削

減

は
行

わ

ず
、
地
域
医
療
に
必
要
な

病
床
機
能
を
確
保
す
る
こ

と
。

※

全
会
一
致

・
可
決

医
師
・
看
護
師

　   

過
労
死
問
題

安
心
・
安
全
な

　      

暮
ら
し
を

  

　高
齢
者
の
安
全
運

転
支
援
と
移
動
手
段

の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

　
近
年
、
交
通
事
故
の
発

生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、

75
歳
以
上
の
高
齢

運
転
者
の
死
亡
事
故
の
割

合
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
過
疎
地
域
を
中
心

に
、
未

だ

「
生

活

の
足
」

と
し
て
車
が
欠
か
せ
な
い

高
齢
者
も
多
い
。
そ
の
た

め
、
自
主
的
に
免
許
を
返

納
し
た
場
合
な
ど
の
地
域

に
お
け
る
移
動
手
段
の
確

保
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

１
．
「
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
車
」
や

「
ペ
ダ
ル
踏
み

間

違

い
時

加

速

抑

制

装

置
」
の
普
及
を
一
層
加
速

さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
購
入
支

援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

２
．
「
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
車
」
に
限
定
し
た
免
許

の
創
設
や
条
件
付
き
運
転

免
許
の
導
入
を
検
討
す
る

こ
と
。

３
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

導
入
な
ど

「
地
域
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
さ

ら

な
る
充

実

を

図

る
こ

と
。

ま

た
、
地

方

自

治

体
な
ど
が
行
う
、
免
許
の

自
主
返
納
時
に
お
け
る
、

タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機

関
の
割
引
制
度
な
ど
を
支

援
す
る
こ
と
。

※

全
会
一
致

・
可
決

自
動
車
免
許

　
＝
『
生
活
の
足
』


